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アジア の窓
中
国
の
大
学
生
も
就
職
難

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
国
内
外
的
原
因
に
よ
っ
て
、
延
辺
対
北
朝
鮮
の
国
境

貿
易
は
停
滞
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
北

朝
鮮
経
済
は
三
年
間
に
わ
た
る
「
苦
難
の
行
軍
」
政
策

の
結
果
、
九
七
年
か
ら
漸
く
回
復
す
る
き
ざ
し
が
見
え

始
め
た
。
こ
の
間
、
延
辺
の
貿
易
会
社
も
市
場
経
済
適

応
能
力
を
向
上
さ
せ
て
お
り
、
北
朝
鮮
も
金
正
日
体
制

が
本
格
的
に
稼
働
し
始
め
た
。

　
二
年
間
の
過
渡
期
を
経
っ
て
、
一
九
九
九
年
に
な
る

と
、
完
全
に
低
調
期
か
ら
脱
出
、
正
常
的
な
軌
道
に

乗
っ
て
、
国
境
貿
易
は
再
開
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
二
〇
〇
一
年
か
ら
、
貿
易
額
が
増
加
す
る
傾
向
を

見
せ
て
お
り
、
二
〇
〇
三
年
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生

の
た
め
四
月
か
ら
七
月
ま
で
中
朝
国
境
を
一
時
閉
鎖

し
、
人
的
か
つ
物
的
交
流
す
べ
て
を
中
止
さ
せ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
昨
年
十
一
月
ま
で
の
延
辺
対
北
朝
鮮
の

貿
易
額
は
、
一
億
三
九
二
万
ド
ル
を
突
破
し
た
。
（
表

３
参
照
）
ち
な
み
に
、
二
〇
〇
三
年
の
対
韓
国
の
貿
易

額
は
一
億
三
四
六
万
ド
ル
を
上
回
っ
た
。

　
な
ぜ
、
こ
の
二
│
三
年
間
、
対
北
朝
鮮
貿
易
額
が
増

加
し
つ
つ
あ
る
の
か
。
一
つ
は
、
核
開
発
問
題
が
発
生

し
た
以
後
、
北
朝
鮮
政
府
は
国
際
的
支
援
が
ほ
ぼ
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、
い
ち
早
く
辺
境
貿
易
を
通

じ
て
、
食
糧
、
生
活
品
な
ど
の
購
入
に
力
を
入
れ
た
の

が
主
な
原
因
で
あ
る
。
そ
し
て
も
う
一
つ
見
逃
せ
な
い

点
は
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
た
「
七
・
一
経
済

改
善
措
置
」
で
あ
る
。
こ
の
措
置
に
よ
っ
て
、
経
済
事

情
が
あ
る
程
度
の
変
化
を
見
せ
て
お
り
、
主
民
の
購
買

力
も
増
加
し
は
じ
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
住
民
が
求
め
ら

れ
て
い
る
物
資
の
供
給
が
不
足
し
、
イ
ン
フ
レ
が
深
刻

化
し
た
た
め
、
辺
境
貿
易
を
通
じ
て
、
解
決
し
よ
う
と

し
た
点
が
大
き
い
。
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つ
い
一
、
二
年
前
ま
で
、
中
国
の
大
学
生
は

就
職

難

と
は
無
縁
の
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇

三
年
の
就
職
率
は
七
〇
％
前
後
に
止
ま
る
な
ど
、
社
会

的
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
大
学
生
の
就
職
事
情
も
大
き
く
変

わ
り
つ
つ
あ
る
。

　
昨
年
の
就
職
難
に
は
、
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
発
生
な
ど
一
部

突
発
的
要
因
も
あ
っ
た
が
、
最
大
の
理
由
は
新
卒
生
が

大
幅
に
増
加
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
学
進
学
率
の
引

上
げ
を
目
標
に
、
一
九
九
九
年
か
ら
大
学
の
入
学
枠
が

拡
大
さ
れ
た
。
二
〇
〇
三
年
は
新
制
度
に
よ
る
第
一
期

生
の
卒
業
年
次
に
当
り
、
卒
業
生
は
二
一
二
万
と
前
年

比
六
七
万
人
も
増
加
し
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
の
要
因
は
学
生
の
希
望
と
企
業
の
求
め
る

人
材
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
あ
る
。
学
生
は
高
収
入
と
大
都

市
を
就
職
先
決
定
の
二
大
要
因
と
し
て
お
り
、
大
都

市
、
政
府
機
関
、
国
有
企
業
、
外
資
企
業
の
人
気
が
高

い
。
そ
の
イ
メ
ー
ジ
は
高
収
入
の

ホ
ワ
イ
ト
・
カ

ラ
ー

で
あ
る
。
し

か
し
、
実
際
に
労
働

力
市
場
で
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は
高
い
技

術
教
育
を
受
け
た

ブ
ル
ー
・
カ
ラ
ー

で
あ
る
。

　
大
学
生
の
就
職
難

と
西
部
地
区
開
発
の

一
石
二
鳥
を
狙
っ

て
、
政
府
は
大
学
生
の
西
部
地
区
へ
の
就
職
を
奨
励
し

て
い
る
。
『
人
民
日
報
』
（
〇
三
年
七
月
二
二
日
）
に

志
願
者
名
（
六
〇
〇
〇
人
）
を
公
表
す
る
な
ど
相
当
に

力
を
入
れ
て
い
る
が
、
大
量
の
小
中
学
校
教
員
が
逆
に

西
部
地
区
か
ら
流
出
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
か

つ
て
の

下
放
青
年

を
想
起
さ
せ
る
こ
の
政
策
を
根
付

か
せ
る
に
は
か
な
り
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
必
要
と
な

ろ
う
。

　
希
望
す
る
就
職
先
を
決
め
か
ね
て
い
る
学
生
に
と
っ

て
悩
ま
し
い
の
は
高
額
な

違
約
金

の
存
在
で
あ
る
。

労
働
契
約
を
取
り
交
わ
し
た
後
に
解
約
し
た
場
合
、
従

来
は
三
〇
〇
〜
一
〇
〇
〇
元
の
違
約
金
が
科
せ
ら
れ
て

い
た
が
、
そ
れ
が
現
在
で
は
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
元

に
な
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
大
学
の
授
業
料
が
、

都
市
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
平
均
年
収
の
五
〇
％
前
後
（
四

〇
〇
〇
〜
六
〇
〇
〇
元
）
と
高
い
う
え
で
の
違
約
金
の

負
担
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
学
生
の
多
く
は
自
己
の
希
望

す
る
就
職
先
を
選
択
す
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
も
一

人
っ
子
政
策
の
所
以
で
あ
ろ
う
か
。

　
大
学
進
学
率
は
〇
三
年
の
十
七
％
か
ら
二
〇
一
〇
年

に
は
二
三
％
へ
と
上
昇
す
る
見
込
み
で
あ
り
、
そ
れ
に

伴
っ
て
大
学
卒
業
者
も
急
増
す
る
。
労
働
・
社
会
保
障

省
の
推
計
で
は
、
今
後
数
年
間
、
毎
年
の
求
職
者
二
〇

〇
〇
万
人
に
対
し
、
雇
用
者
数
は
九
五
〇
万
人
前
後
で

あ
る
と
い
う
。

　
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
中
国
で
も
経
済
成
長
は
必

ず
し
も
雇
用
の
拡
大
を
意
味
し
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

大
学
側
が
産
業
構
造
に
対
応
し
て
大
幅
な
学
科
調
整
を

し
た
と
し
て
も
、
早
晩
大
学
生
の
就
職
難
は
恒
常
的
な

社
会
現
象
の
一
つ
と
な
ろ
う
。

（
小
林
熙
直
・
ア
ジ
ア
研
究
所
所
長
）


